
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た

沿
岸
資
源
管
理
〜
沖
縄
県
石
垣
島
の
事
例
〜

沖
縄
県
八
重
山
支
庁
　
鹿
熊
信
一
郎
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八
重
山
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
、
八
重
山
漁
協
）
は
、
日
本
の
最

南
端
に
位
置
す
る
石
垣
市
と
竹
富
町
に
居
住
す
る
組
合
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
海
域
で
あ
る
石
西
礁
湖

せ
き
せ
い
し
ょ
う
こ

な
ど
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
、
正
組
合
員
数
三
〇
四
は
沖
縄
で
最
も

多
い
。
サ
ン
ゴ
礁
漁
場
で
は
、
潜
水
器
漁
業
、
一
本
釣
、
刺
網
、
篭
、

追
込
網
、
小
型
定
置
網
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
石
垣
島
（
図
１
）
は
、
島
全
体
が
石
垣
市
と
な
っ

て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
の
人
口
は
四
万
六
〇
〇
〇
人
（
沖
縄
県
は
一

三
六
万
人
）
で
、
観
光
産
業
の
伸
び
に
伴
い
人
口
増
加
率
は
県
内
ト

ッ
プ
で
あ
る
。
八
重
山
漁
協
の
組
合
員
の
大
部
分
は
こ
の
島
に
住
ん

で
い
る
。

石
垣
市
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
利

用
し
た
事
業
を
開
始
し
た
。
対
象
漁
業
集
落
は
、
島
の
南
部
に
位
置

す
る
登と

野の

城し
ろ

、
新
栄
町

し
ん
え
い
ち
ょ
う

、
新あ

ら

川か
わ

、
八や

島し
ま

の
四
つ
で
、
対
象
漁
業
世
帯

海
と
島
の
日
本
・
Ⅲ

特
集

八
重
山
漁
協
で
は
漁
業
者
主
体
に
よ
る
沿
岸
資
源
管
理
、
な
か
で
も
サ
ン
ゴ
礁
漁
場
の
保
全
に

力
点
を
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
禁
漁
区
を
広
げ

る
な
ど
、
資
源
を
守
る
こ
と
で
漁
業
収
入
の
増
加
を
目
指
す
。
遊
漁
船
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
者
と

の
協
働
に
よ
る
実
践
事
例
を
紹
介
。

地
域
の
概
要

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
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数
は
二
三
六
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
度
の
実
績
で
は
、
全
体
事
業
費

約
三
二
〇
〇
万
円
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

「
漁
場
の
生
産
力
向
上
に
関
す
る
取
組
」
と
し
て
は
、
種し

ゅ

苗
び
ょ
う

放
流
、

資
源
管
理
、
海
岸
清
掃
、
海
底
清
掃
、
パ
ヤ
オ
製
作
設
置
、
サ
メ
駆

除
を
実
施
し
た
。
こ
の
う
ち
、
パ
ヤ
オ
製
作
設
置
と
サ
メ
駆
除
の
事

業
費
が
大
き
か
っ
た
。
パ
ヤ
オ
と
は
浮
魚
礁
の
こ
と
で
、
八
重
山
で

は
パ
ヤ
オ
に
集
ま
る
キ
ハ
ダ
や
カ
ツ
オ
な
ど
の
釣
漁
業
が
盛
ん
で
あ

る
。
し
か
し
、
パ
ヤ
オ
は
台
風
な
ど
で
流
失
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
パ
ヤ
オ
を
設
置
し
、

や
や
沖
合
の
漁
場
の
生
産
力
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
底
魚
一
本

釣
漁
場
に
は
、
イ
タ
チ
ザ
メ
な
ど
の
大
型
の
サ
メ
が
集
ま
る
こ
と
が

あ
る
。
サ
メ
は
漁
業
者
の
漁
獲
物
を
海
中
で
横
取
り
す
る
。
た
ち
の

悪
い
サ
メ
は
、
一
本
釣
漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
憶
え
、
後
を
つ
け

て
く
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
定
期
的
に
重
要
漁
場
で
サ
メ
駆

除
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
漁
場
の
生
産
力
は
落
ち
て
し
ま
う
。

「
集
落
の
創
意
工
夫
に
よ
る
新
た
な
取
組
」
と
し
て
は
、
新
規
養
殖

業
へ
の
着
業
、
高
付
加
価
値
化
、
流
通
体
制
の
改
善
、
体
験
漁
業
の

取
り
組
み
、
お
魚
ま
つ
り
、
モ
ズ
ク
培
養
種
技
術
開
発
を
実
施
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
に
は
「
ハ
ー
リ
ー
体
験
」
も
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
加
え
た
。
ハ
ー
リ
ー
と
は
爬は

竜
り
ゅ
う

舟せ
ん

競
漕
の
こ
と
で
、
毎
年
、
旧

暦
五
月
四
日
を
中
心
に
沖
縄
各
地
の
漁
村
で
競
漕
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
伝
統
行
事
を
小
学
生
に
体
験
さ
せ
る
取
り
組
み
で
あ
る
（
ハ
ー
リ

ー
は
沖
縄
本
島
の
糸い

と

満ま
ん

が
有
名
だ
が
、
石
垣
島
の
ハ
ー
リ
ー
も
非
常

に
活
気
が
あ
る
。
爬
竜
舟
の
漕
ぎ
手
は
、
糸
満
で
は
漁
業
者
で
な
い

人
が
増
え
て
い
る
が
、
石
垣
島
で
は
今
で
も
ほ
と
ん
ど
が
漁
業
者
か
、

そ
の
後
継
者
で
あ
る
）。

こ
の
よ
う
に
、
石
垣
島
で
は
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
に
よ
り
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図１　石垣島位置図
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多
く
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
島
の
漁
業
集
落
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
う
ち
、
沿
岸
資
源
管
理
の
活
動
に
注
目
し
て
整
理
す
る
。

こ
こ
数
年
の
燃
油
価
格
高
騰
の
た
め
、
遠
く
の
漁
場
の
資
源
で
は
な

く
、
よ
り
近
く
の
サ
ン
ゴ
礁
漁
場
の
資
源
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

八
重
山
の
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
お
け
る
漁
獲
量
は
、
図
２
に
示
し
た

よ
う
に
、
近
年
、
急
激
な
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
一
五
年
間
で
漁

獲
量
は
半
減
し
て
し
ま
っ
た
。
最
も
重
要
な
ハ
タ
類
は
特
に
減
少
が

著
し
い
。
こ
の
た
め
、
八
重
山
漁
協
は
試
験
研
究
機
関
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
漁
業
者
主
体
の
資
源
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資
源
管

理
は
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
二
年
の
第
一
期
と
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
始

ま
っ
た
第
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
二
期
で
は
、
資
源
管
理
の
取
り

組
み
に
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
夏
、
八
重
山
海
域
で
は
異
常
な
高
水
温
が
続
い
た
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
高
水
温
の
結
果
、

石
西
礁
湖
の
サ
ン
ゴ
は
白
化
現
象
に
よ
り
重
大
な
被
害
を
受
け
た
。

白
化
現
象
と
は
、
高
水
温
な
ど
に
よ
り
、
サ
ン
ゴ
と
共
生
し
て
い
る

褐か
っ

虫
ち
ゅ
う

藻そ
う

が
サ
ン
ゴ
体
内
か
ら
外
へ
出
て
し
ま
い
、
サ
ン
ゴ
の
骨
格

が
透
け
て
白
く
見
え
る
現
象
で
あ
る
。
サ
ン
ゴ
は
栄
養
の
大
部
分
を

褐
虫
藻
の
光
合
成
か
ら
得
て
い
る
の
で
、
長
期
間
白
化
が
続
く
と
死

ん
で
し
ま
う
。

二
〇
〇
六
年
に
は
八
重
山
地
区
の
地
域
住
民
、
海
洋
関
連
事
業
者
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
石
西
礁
湖
自
然
再
生
協
議
会
が

組
織
さ
れ
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
協
議
会
の
活
動
は
、
サ
ン
ゴ
の
保

全
・
再
生
を
め
ざ
す
も
の
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
石
西

礁
湖
自
然
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
石
西
礁
湖
の
あ
る
べ
き
未

来
の
す
が
た
と
し
て
、「
ク
ジ
ラ
ブ
ッ
タ
イ
（
カ
ン
ム
リ
ブ
ダ
イ
）

が
群
れ
泳
ぎ
、
ギ
ー
ラ
（
シ
ャ
コ
ガ
イ
）
が
湧
き
、
サ
ン
ゴ
の
お
花

畑
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ン
ゴ
だ
け
で

な
く
、
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
生
息
す
る
水
産
資
源
を
再
生
さ
せ
る
こ
と

も
重
要
な
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

八
重
山
漁
協
も
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
自
然
再
生
事
業

で
は
、
漁
業
者
主
体
で
行
う
水
産
資
源
管
理
の
取
り
組
み
に
対
す
る

事
業
費
は
組
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付

金
な
ど
、
独
自
の
予
算
を
活
用
し
て
水
産
資
源
管
理
や
サ
ン
ゴ
礁
保

全
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
九
九
五
〜
九
七
年
度
、
沖
縄
県
は
八
重
山
周
辺
海
域
に
お
い
て
、

ク
チ
ナ
ギ
（
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
類
）
を
管
理
対
象
魚
種
と
し
た
資
源
管

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
と
石
西
礁
湖
自
然
再
生
事
業

第
一
期
資
源
管
理
の
状
況
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特集 海と島の日本・Ⅲ

図２　沿岸魚とハタ類の漁獲量推移 
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理
型
漁
業
推
進
総
合
対
策
事
業
を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
水
産

試
験
場
に
よ
る
調
査
（
生
態
調
査
・
漁
獲
統
計
解
析
な
ど
）
と
漁
業

者
検
討
会
を
柱
と
し
て
い
た
。
八
重
山
漁
協
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を

基
に
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
二
年
の
間
、
ク
チ
ナ
ギ
の
主
産
卵
期
に
あ

た
る
四
月
〜
五
月
に
、
主
産
卵
場
で
あ
る
四
海
域
を
禁
漁
区
に
設
定

し
た
。
ま
た
、
ク
チ
ナ
ギ
以
外
の
魚
種
を
獲
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

見
分
け
る
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
全
て
の
魚
種
・
漁
法
を
禁
止
の

対
象
と
し
た
。

八
重
山
漁
協
が
決
め
た
ル
ー
ル
は
自
主
規

制
の
た
め
、
国
の
海
上
保
安
庁
は
取
締
り
を

実
施
で
き
な
か
っ
た
。
沖
縄
県
の
取
締
船
が
、

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
沖
縄
本
島
か

ら
石
垣
島
ま
で
回
航
し
監
視
活
動
を
行
っ
た
。

実
質
的
な
取
締
り
よ
り
も
啓
蒙
的
な
要
素
が

強
か
っ
た
。
沖
縄
県
は
、
自
主
規
制
周
知
用

の
下
じ
き
の
配
布
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
通
知
、

普
及
員
の
派
遣
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活

動
を
行
っ
た
。
禁
漁
区
の
境
界
を
標
示
す
る

ブ
イ
の
維
持
費
用（
年
間
五
〇
〜
六
〇
万
円
）

は
八
重
山
漁
協
が
負
担
し
た
。
そ
の
費
用
に

対
し
石
垣
市
と
竹
富
町
か
ら
補
助
が
あ
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
資
源
管
理
の
開

始
前
は
急
激
な
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
Ｃ
Ｐ
Ｕ

Ｅ
（
漁
獲
努
力
量
あ
た
り
漁
獲
量：

資
源
水
準
の
指
標
と
な
る
）
を
、

横
ば
い
か
ら
や
や
減
少
ま
で
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
活

動
を
と
お
し
て
、
漁
業
者
の
資
源
管
理
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
向

上
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
管
理
の
内
容
を
大
幅
に
拡
大
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
第
二
期
資
源
管
理
に
つ
な
が
っ
た
。

第
一
期
資
源
管
理
の
中
断
後
、
ク
チ
ナ
ギ

だ
け
で
な
く
サ
ン
ゴ
礁
魚
類
全
般
に
漁
獲
量

は
急
減
し
た
。
こ
の
た
め
、
八
重
山
の
漁
業

者
は
、
漁
協
を
中
心
に
し
て
新
た
な
資
源
管

理
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
第
二
期
資
源

管
理
は
禁
漁
区
と
魚
の
体
長
制
限
を
柱
と
し

て
い
る
。

管
理
対
象
魚
種
を
ク
チ
ナ
ギ
だ
け
で
な
く
、

最
も
重
要
な
ハ
タ
類
を
含
め
大
幅
に
増
や
し

た
こ
と
が
第
一
期
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ

る
。
禁
漁
区
の
数
は
四
海
域
か
ら
五
海
域
と

な
り
（
図
３
）
、
面
積
は
約
五
倍
に
な
っ
た
。

禁
漁
期
間
は
四
〜
五
月
で
あ
っ
た
も
の
を
一

ヶ
月
延
ば
し
六
月
ま
で
と
し
た
。
多
く
の
魚

種
は
主
産
卵
期
と
主
産
卵
場
が
重
な
る
た
め
、

図３　石西礁湖の禁漁区位置図

第
二
期
資
源
管
理
の
状
況
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五
ヶ
所
を
全
魚
種
禁
漁
に
す
る
こ
と
は
生
物
学
的
に
意
味
が
あ
る
。

ク
チ
ナ
ギ
の
資
源
管
理
で
資
源
水
準
が
向
上
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
禁
漁
区
の
面
積
が
小
さ
か
っ
た
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
。

体
長
制
限
に
つ
い
て
は
、
小
型
の
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
類
二
種
は
尾び

叉さ

長
ち
ょ
う

一
八
セ
ン
チ
、
す
べ
て
の
ブ
ダ
イ
類
・
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
類
五
種
・

ナ
ミ
ハ
タ
は
二
〇
セ
ン
チ
、
そ
の
他
の
ハ
タ
類
は
二
五
セ
ン
チ
の
最

小
サ
イ
ズ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
重
要
な
魚
種
で
あ
る
ス
ジ
ア

ラ
（
ハ
タ
類
）
と
シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
水
産
海
洋

研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
水
産
試
験
場
）
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
二
〇

特集 海と島の日本・Ⅲ

漁獲体長が制限されてい
るシロクラベラ（上、尾
叉長30㎝未満漁獲禁止）
とスジアラ（下、同35㎝）。
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〇
七
年
二
月
の
漁
協
理
事
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
ス
ジ
ア

ラ
三
五
セ
ン
チ
、
シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ
三
〇
セ
ン
チ
を
最
小
サ
イ
ズ
と
す

る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
、
段
階
的
に
最
小
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

体
長
の
チ
ェ
ッ
ク
は
漁
協
市
場
に
お
い
て
厳
し
く
行
わ
れ
て
い
る
。

漁
協
職
員
が
、
各
サ
イ
ズ
の
印
の
つ
い
た
板
を
使
っ
て
体
長
を
測
り
、

規
制
サ
イ
ズ
以
下
の
も
の
は
競
り
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

場
を
通
さ
な
い
で
直
接
市
内
の
鮮
魚
店
に
出
さ
れ
る
魚
も
あ
る
た
め
、

各
鮮
魚
店
に
体
長
制
限
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
。

こ
の
資
源
管
理
は
、
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、
遊
漁
者
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
業
者
も
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
ポ
ス
タ

ー
や
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
資
源
管
理
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
協
会
と
は
話
し
合
い
を
も
ち
、
禁
漁
区
に
入
ら
な
い
よ
う

協
力
を
求
め
て
い
る
。
石
垣
島
側
の
三
つ
の
禁
漁
区
に
つ
い
て
は
、

八
重
山
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
の
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西い

り

表
お
も
て

島じ
ま

側
の
二
つ
の
禁
漁
区
の
う
ち
一
つ
は
、
初
心
者
の
体
験
ダ
イ
ビ

ン
グ
や
北
東
の
強
風
時
に
利
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

竹
富
町
ダ
イ
ビ
ン
グ
組
合
と
の
調
整
は
完
全
に
合
意
に
達
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
八
重
山
に
は
漁
船
数
に
匹
敵
す
る
約
六
〇
〇

隻
の
遊
漁
船
が
あ
る
が
、
遊
漁
者
は
組
織
を
作
っ
て
い
な
い
た
め
、

遊
漁
者
と
の
調
整
は
難
航
し
て
い
る
。

禁
漁
区
に
実
効
力
を
も
た
せ
る
に
は
、
境
界
ブ
イ
の
管
理
と
監
視

が
重
要
で
あ
る
。
監
視
は
漁
協
の
資
源
管
理
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
、
漁
協
組
合
員
全
員
で
漁
の
合
間
や
漁
場
へ
の
往
復
の

際
、
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
各
禁
漁
区
に
五
〜
六
設
置
さ
れ
た

境
界
ブ
イ
に
は
夜
間
用
ラ
イ
ト
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
ラ
イ
ト
の
電

池
交
換
を
毎
週
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
の
際
、
同
時

に
監
視
も
行
っ
て
い
る
。
ブ
イ
の
費
用
は
、
浮
き
、
竿
、
ラ
イ
ト
、

錘お
も
り

、
ロ
ー
プ
、
ア
ン
カ
ー
な
ど
、
一
つ
あ
た
り
約
二
万
円
か
か
る
。

電
池
代
も
全
部
で
七
万
円
以
上
か
か
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
は
五
〇
セ

ッ
ト
の
ブ
イ
を
製
作
し
た
が
、
石
垣
島
側
の
禁
漁
区
で
は
一
七
ヶ
所

で
延
べ
一
二
セ
ッ
ト
、
西
表
島
側
で
は
一
一
ヶ
所
で
二
セ
ッ
ト
が
流

失
し
た
た
め
再
設
置
し
た
。
こ
の
経
費
は
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金
を
活
用
し
て
ま
か
な
っ
て
い
る
。
石
垣
島
側
の
禁
漁
区
ブ
イ
の

電
池
交
換
は
、
漁
協
青
年
部
が
行
っ
た
。
経
費
と
し
て
、
漁
協
か
ら

一
回
五
〇
〇
〇
円
が
作
業
者
に
支
払
わ
れ
る
が
、
燃
油
価
格
高
騰
の

た
め
、
燃
料
費
だ
け
で
一
回
七
〇
〇
〇
円
か
か
っ
た
。
若
い
漁
業
者

が
作
業
を
手
伝
っ
た
が
、
そ
の
日
当
を
十
分
支
払
う
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
禁
漁
期
が
四
月
〜
六
月
な
の
で
、
時
期
的
に
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
の
利
用
が
難
し
い
こ
と
と
、
漁
業
集
落
の

取
り
組
み
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
十
分
な
予
算
配
分
が
で
き
な
い

こ
と
が
お
も
な
理
由
で
あ
る
。

漁
協
の
規
則
で
、
違
反
は
初
犯
を
除
き
、
そ
の
日
の
水
揚
げ
の
五

倍
の
罰
金
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
禁
漁
期
間
中
に
禁

漁
区
内
で
確
認
さ
れ
た
漁
船
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
船
、
遊
漁
船
は
数
隻
の

み
で
あ
っ
た
。
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今
後
の
課
題
と
し
て
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
者
や
遊
漁
者
と
の
調
整
以

外
に
、
境
界
ブ
イ
の
管
理
へ
の
行
政
の
財
政
的
支
援
や
、
夜
間
の
監

視
活
動
の
強
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
後
も
漁
業
者
を
中

心
と
し
た
話
し
合
い
を
続
け
、
活
動
の
状
況
・
成
果
を
評
価
し
、
柔

軟
に
規
則
を
変
更
す
る
こ
と
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、

ス
ジ
ア
ラ
・
シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ
の
体
長
制
限
の
見
直
し
や
、
禁
漁
区
の

位
置
の
微
調
整
に
つ
い
て
は
順
応
的
に
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

八
重
山
の
漁
業
者
は
、
サ
ン
ゴ
礁
を
保
全
す
る
た
め
、
サ
ン
ゴ
の

移
植
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
駆
除
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
サ
ン
ゴ
が
な
く

な
れ
ば
、
そ
こ
に
棲
む
魚
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
に
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
大
発
生
で
、
八
重
山
の
サ
ン
ゴ

礁
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
こ
数
年
、
再
び
オ
ニ
ヒ
ト
デ
が

大
発
生
す
る
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
に
は
多
大
な

経
費
が
か
か
る
た
め
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
関
係
者
と
連
携
し
て
い
く
と
と

も
に
、
行
政
か
ら
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
な
ど
の
支
援
を
受
け

る
必
要
性
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
島
嶼
国
で
は
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
や
水
産
資
源
を

保
全
す
る
手
段
と
し
て
、
海
洋
保
護
区
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
水
産

資
源
管
理
の
方
法
に
は
、
禁
漁
期
、
禁
漁
サ
イ
ズ
、
漁
具
・
漁
法
制

限
、
参
入
制
限
、
漁
獲
量
制
限
な
ど
も
あ
る
が
、
熱
帯
沿
岸
域
で
は

海
洋
保
護
区
が
最
も
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
八

重
山
漁
協
が
取
り
組
む
禁
漁
区
の
成
果
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
活
動

に
も
参
考
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
八
年
九
月
上
旬
に
新
潟
で
開
か
れ
た
「
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」
に
お
い
て
、
八
重
山
漁
協
は
資
源
管
理
型
漁
業
の
部
門

で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
漁
協
職
員
や
ブ
イ
の
電
池
交

換
・
監
視
に
頑
張
っ
た
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
受
賞
を
喜
ぶ
と
と

も
に
、「
受
賞
は
全
組
合
員
の
励
み
に
な
り
、
今
後
、
資
源
管
理
が

進
め
や
す
く
な
る
」
と
考
え
て
い
る
。
痛
ん
で
し
ま
っ
た
島
の
サ
ン

ゴ
礁
生
態
系
や
水
産
資
源
を
回
復
さ
せ
る
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
息
の

長
い
取
り
組
み
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
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那覇から410km、日本列島・琉球弧の南
端に位置する。面積222.54km2、周囲
162.2km、人口48,024人（平成20年7月現
在）。沖縄県の最高峰・於茂登岳（526m）
の南側に平野が広がり、北部には約
20kmにわたる半島が連なっている。市
街地周辺には伝統的な景観を形づくる建
物が多数あり、各地で多彩な祭りが催さ
れるなど、伝統文化を継承。漁業など第
一次産業のほか、マリンレジャーを主と
した観光業が盛んであり、広くアジアに
開かれた国際文化都市を目指している。
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